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令和元年５月21日

国土交通省 中国地方整備局

旭川水系河川整備計画【大臣管理区間】(変更原案)
に関する意見集約結果について

資料－２－１
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1.意見聴取方法

【意見聴取方法一覧】

意見聴取方法 概 要 配布部数等 意見募集期間等

新聞折込による案内

(住民説明会、縦覧場所、

ご意見の提出方法)

大臣管理区間の想定氾濫区域に含まれる地域
（岡山市）に対し、新聞折り込みを通じて、住民説
明会や縦覧等、意見聴取に関する案内を配布

約13万部 ・折込日：平成31年4月20日(土)

河川整備計画(変更原案)の

縦覧による意見聴取

国土交通省、岡山県、岡山市の関係部署に閲覧

場所を開設

閲覧場所11箇所

（①参照）

・平成31年４月22日(月)～

令和元年５月17日(金)まで募集
岡山河川事務所ウェブサイト

への変更原案の掲載

事務所ウェブサイトにて変更原案を公表し、メー

ル・FAX・郵送による意見を受付

－

住民説明会（地域と共に明日

の旭川を考える会）の開催・

意見聴取

旭川大臣管理区間における岡山市の各区を

対象に５会場で変更原案の住民説明会を開催

５箇所

（②参照）

①河川整備計画【大臣管理区間】（変更原案）閲覧場所

■国土交通省、岡山県、岡山市の関係部署に変更原案の閲覧場
所を開設

②住民説明会

■住民説明会(「地域と共に明日の旭川を考える会」)を旭川大臣管
理区間の岡山市内５箇所で開催。(平成31年4月22日～26日)
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【住民説明会の開催と参加者数】

2.意見収集状況

■住民説明会では、延べ113名が参加
■旭川沿川の中消防署での参加者が最も多く、62名が参加

月日 会場
参加者数

(人)

4/22(月) 北ふれあいセンター 10

4/23(火) 中消防署 62

4/24(水) 岡山ふれあいセンター 26

4/25(木) 南ふれあいセンター 4

4/26(金) 西大寺ふれあいセンター 11

合計 113
4/22(月) 北ふれあいセンター

4/23(火) 中消防署 4/24(水) 岡山ふれあいセンター

4/26(金) 西大寺ふれあいセンター

説明会の参加者数

「治水」に関する質問内容の内訳

整備目標 10件 百間川の整備 2件

ダム操作 9件 百間川分派量 12件

ダム再生 12件 河口水門 8件

事前放流 7件 内水対策 10件

越水対策 2件 高潮対策 1件

堤防整備 1件 浸透対策 1件

河道掘削・樹木伐開 6件 ソフト対策 6件

東西中島の治水対策 1件

内訳
説明会場 ：86件
意見シート：42件

分類別意見数

【住民説明会、縦覧によるご意見】

■住民意見を治水、利水、河川環境、維持管理、その他に
対する意見に分類した場合、「治水」が88件で最も多く、
約7割を占める。

■治水に対するご意見は、ダム操作・再生に係る意見、百
間川に係る意見(分流堰、河口水門、内水対策)が多い。

4/25(木) 南ふれあいセンター
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3.旭川水系河川整備計画【大臣管理区間】（変更原案）に関する意見概要

【回答の色分け】

黒字：ご意見に対する説明

青字：旭川水系河川整備計画（変更原案）に記載しているもの ※河川整備計画案（変更案）(案)にも記載

赤字：ご意見を踏まえ、旭川水系河川整備計画（変更案）(案)に追記・修正したもの、または、百間川の事業完了に伴い修正したもの
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《参考資料①》気候変動に対する対応

・旭川水系の過去の主要洪水の実績降雨量が1.1倍となった場合でも、河川整備計画変更案の目標である年超過確率1/70程度の
流量を超えることはない。

・また、平成30年7月豪雨について、気象庁は「今回の豪雨には、地球温暖化に伴う水蒸気量の増加の寄与もあった」として、
はじめて個別災害について気候変動の影響に言及しているが、河川整備計画変更案の目標は平成30年7月豪雨の同規模の洪水
（流量）をカバーできる。

・以上より、河川整備計画変更案の目標は、気候変動の影響による降水量の増大等にも対応できることを変更案に追記。

●気候変動を考慮した基準地点下牧の流量

【参考】気候変動による将来の降雨量、流量、洪水発生確率の変化倍率の試算結果（第３回気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会より抜粋）

計算モデル
RCP2.6

（2℃上昇に相当）
RCP8.5

（4℃上昇に相当）
RCP2.6/RCP8.5

NHRCM20 約１．１倍 約１．２倍 約35%

d4PDF 約１．１倍 約１．３倍 約40%※

気候変動を考慮した主要洪水における基準地点下牧の流量

気候変動による将来(21世紀末)の降雨量の変化倍率(全国一級水系の平均値) 【補足説明】

※「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」：気候変動を踏まえた治水計画の前提とな

る外力の設定手法や気候変動を踏まえた治水計画に見直す手法等について検討を行うことを
目的として、国土交通省水管理・国土保全局により開催されている検討会

※「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」は取りまとめされておらず、今後の議論に
より内容が変更になる可能性がある。

※IPCC第5次報告書（AR5）では、温室効果ガス濃度の推移の違いにより、RCP2.6（低位安定化
シナリオ：将来の気温上昇を2℃以下に抑えるという目標のもとに開発された排出量の最も低い
シナリオ）からRCP8.5（高位参照シナリオ：2100年における温室効果ガス排出量の最大排出量
に相当するシナリオ）までの4つのRCPシナリオが用意されている。

※国土技術政策総合研究所による試算値
※降雨量変化倍率のRCP2.6シナリオ（2℃上昇に相当）は、表中のRCP8.5シナリオ(4℃上昇に相当)
の結果を日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果について(お知らせ)「環境省、
気象庁」から得られるRCP8.5、RCP2.6の関係性より換算

・「気候変動を踏まえた治水計画に係る技

術検討会」の議論を踏まえ、RCP2.6は将

来の気温上昇を2℃以下に抑えるという

パリ協定の目標を基に開発されたもので

あることや、2050年頃まではいずれのシ

ナリオも大きく予測結果が変わらないこと

から、少なくともRCP2.6相当分（2℃）は

外力が増加する確実性が高いと想定し、

試行的に実績降雨量を1.1倍し、基準地

点下牧のピーク流量を算出した。

年超過確率1/70 6,500m3/s

※平成30年7月豪雨は、「気候変動の影響を受け
ている」とされているため、降雨量1.0倍で評価

※
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【補足】「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」第1回検討会_資料-2_P3


